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東急電鉄とサイバーエージェントクラウドファンディングがコラボレーション！ 

プレゼンテーションイベント「ｉｄｅａ ｔａｌｋ×Ｍａｋｕａｋｅ」を開催します。 
 

東京急行電鉄株式会社 

株式会社サイバーエージェント・クラウドファンディング 

 

 

 東京急行電鉄株式会社（以下、東急電鉄）と株式会社サイバーエージェント・クラウドファンディング（本

社：東京都渋谷区、代表取締役社長：中山亮太郎）は、新しいことにチャレンジする人にスポットを当てる

プレゼンテーションイベント「ｉｄｅａ ｔａｌｋ×Ｍａｋｕａｋｅ」（以下、本イベント）を共同で開催します。 

 

 「ｉｄｅａ ｔａｌｋ」は「アイデアを持つ人と実現できる人をつなげる場」をコンセプトに、「渋谷から新しいもの

ごとが生まれるサイクル」を目指して東急電鉄が企画するプレゼンテーションイベントです。「渋谷ヒカリ

エ」のクリエイティブスペース「８/（読み方：はち）」のイベントスペース「ＣＯＵＲＴ」で過去に８回開催してお

り、これまでに映画制作プロジェクトが立ち上がるなど、さまざまなアイデアが実現されてきました。 

「Ｍａｋｕａｋｅ（ https://www.makuake.com/ ）」は、株式会社サイバーエージェント・クラウドファンディン

グが運営するインターネットのサイトを活用し、プロジェクトを実行するために必要な資金をインターネット

を通じて集める（＝クラウドファンディング）ことで、新しいサービス、モノ、プロジェクトの“幕開け”を応援

するサービスです。２０１３年８月７日にサービスをスタートしてから、すでに２５本のプロジェクトを掲載し、

そのうちの９つのプロジェクトが設定した目標金額を達成しました。 

 

 「ｉｄｅａ ｔａｌｋ」と「Ｍａｋｕａｋｅ」がコラボレーションする本イベントは、全２回で構成されます。第１回（２０１４

年１月２０日）では、クラウドファンディングに興味があり、活用してみたい方を対象に、より良くサービス

をご理解いただくために、過去に「Ｍａｋｕａｋｅ」を活用したプロジェクト実行者の方々をゲストにお招きし、

トークセッションとワークショップを開催します。第２回（２０１４年３月５日）では、実際にクラウドファンディ

ングを活用中の方々が登壇して自身のプロジェクトをアピールし、参加者はその場で資金援助などのプ

ロジェクト支援ができるプレゼンテーションイベントを開催します。 

 

 本イベントは、ウェブ上で行われるクラウドファンディングがリアルな場で行われるという点で前例のな

い取り組みです。チャレンジに寛容な街・渋谷を拠点とする両社が、新たなイノベーションを生み出すプラ

ットフォームとなる企画を共同で開催することで、新しいサービス、モノ、プロジェクトの立ち上げに挑戦す

る人を応援します。 

 

詳細は別紙の通りです。 

      以 上 

 

 

 

 



【別紙】「ｉｄｅａ ｔａｌｋ × Ｍａｋｕａｋｅ」 開催概要 

第１回 （ｉｄｅａ ｔａｌｋ ００９） 

会期： ２０１４年１月２０日（月） １９：３０ ～ ２１：３０（予定） （１９：００開場） 

会場： 「渋谷ヒカリエ」８階 クリエイティブスペース「８/」 「ＣＯＵＲＴ」 

内容： クラウドファンディングに興味がある・活用してみたい方を対象に、より良くサービスを理解して

もらう場。過去に「Ｍａｋｕａｋｅ」を活用したプロジェクト実行者の方々をゲストにお招きし、トーク

セッションとワークショップ形式で開催。 

登壇者： 石渡 昌太（機楽株式会社代表取締役） 

      世界で話題の組み立て式ロボット「ＲＡＰＩＲＯ （ラピロ）」のさらなる世界展開プロジェクト！実行者 

https://www.makuake.com/project/rapiro/ 

 加藤拓（株式会社ミラクルポジティブ代表取締役） 

      ＰｌａｙＳｔａｔｉｏｎ®Ｖｉｔａゲーム開発プロジェクト「Ａｉｒｓｈｉｐ Ｑ」実行者 

 https://www.makuake.com/project/airshipq/ 

田中 隆祐（株式会社アンビションアクト取締役） 

川島永嗣が世界に挑戦する日本人アスリートを応援！グローバルアスリートプロジェクト！！

実行代理人 

https://www.makuake.com/project/globalathlete/ 

定員： ６０名（予定） 

参加費： 無料 

申込： 特設サイトより申込 （Ｍａｋｕａｋｅ特設ページ https://www.makuake.com/landing/ideatalk ） 

 

第２回 （ｉｄｅａ ｔａｌｋ ０１０） 

日程： ２０１４年３月５日（水） １９：３０～２１：３０（予定） （１９：００開場） 

会場： 「渋谷ヒカリエ」８階 クリエイティブスペース「８/」 「ＣＯＵＲＴ」 

内容： Ｍａｋｕａｋｅでクラウドファンディング実施中のプロジェクト実行者たちが登壇し、プレゼンする。 

リアルな場で自身のプロジェクトをアピールし、参加者はその場で資金援助などのプロジェクト 

支援を実施することもできる。 

登壇者： 特設サイトより公募のうえ審査、決定 

定員： １００名（予定） 

参加費： １，０００円（予定） 

申込： 後日特設サイトにて案内予定 

 

今後のスケジュール 

２０１３年１２月１０日 特設サイト開設 

   －第１回（ｉｄｅａ ｔａｌｋ ００９）参加者申し込み開始 

   －第２回（ｉｄｅａ ｔａｌｋ ０１０）の登壇者 公募開始 

２０１４年１月２０日  第１回 開催 

２０１４年１月２６日  第２回の登壇者 公募締切 

２０１４年２月中旬  第２回の登壇者 決定・発表 

２０１４年２月２６日  第２回の登壇者 Ｍａｋｕａｋｅ上でクラウドファンディング開始 

２０１４年３月５日  第２回 開催 

２０１４年４月３０日  第２回の登壇者 クラウドファンディング期間終了 

   ⇒もっとも資金を集めた登壇者には、ｉｄｅａ ｔａｌｋよりプロジェクトお披露目

     の場としてＣＯＵＲＴを１日提供 



【参考】「ｉｄｅａ ｔａｌｋ」これまでの実施例 

 

「ＣＯＵＲＴで実現したいアイデア」 

 

「ＣＯＵＲＴで実現したいアイデア」というテーマ

でアイデアを公募し、応募した４～５組が登壇し、

そのアイデアを披露してもらいました。参加者は、

どうすればそのアイデアをより良く実現できるか

について登壇者と対話を行い、最終的に参加者

から一番支持を得たアイデアには、実際にＣＯＵ

ＲＴを会場として提供しました。 

 

 

 

「渋谷真夜中の映画祭」 

 

２０１２年８月、一回目の「ｉｄｅａ ｔａｌｋ」をきっか

けに数名の有志で立ち上がったプロジェクトです。

「渋谷のミニシアター文化を再興する」という願い

を込め、才能溢れるインディペンデント映像作家

による作品発表の場を提供しました。 

 

 

 

２０１２年１１月の「渋谷真夜中の映画祭 第零夜」では、３人の映画監督が、自ら制作した長編作品の

プレゼンテーションを行い、会場に集まった１００人を越えるオーディエンスに上映作品を選んでいただく

コンペを実施し、予想以上の大好評を博しました。 

 

続く２０１３年の４月の「第一夜」では、前回のコンペに参加した３人を含め、９人の映画監督の協力を

得て、「渋谷ヒカリエ」を舞台としたオムニバス映画「ヒカリエイガ」を制作し、完成披露上映を行いました。

「ヒカリエイガ」は、渋谷とインディペンデント映画を愛する１００人近い方々がサブキャストとして出演する

など、都市型商業施設と市民の「参加型映画制作」という新しい方法論を提示できました。 

 

「渋谷真夜中の映画祭」ホームページ http://mayonakafilmfes.com/ 

   

「ＣＯＵＲＴ」 



「Ｍａｋｕａｋｅ」 について 

 

・クラウドファンディングとは？ 

「Ｃｒｏｗｄ＝群衆 Ｆｕｎｄｉｎｇ＝資金調達」という言葉を掛け合わせた造語であり、プロジェクトを実行する

ために必要な資金を、インターネットを通じてから支援していただくことで、プロジェクトの実現までをサポ

ートすることを表します。 

 

・「Ｍａｋｕａｋｅ」について 

株式会社サイバーエージェント・クラウドファンディングが２０１３年８月７日にリリースしたクラウドファンデ

ィングサービスです。 

サービス名「Ｍａｋｕａｋｅ」には、ひとつでも多くの新しいサービス・モノ・プロジェクトの幕開けを応援したい、

そして一人でも多くの人に新しいことが幕を開ける「ワクワク感」を感じてもらえる場所にしたい、そんな思

いが込められています。 

日本から世界に向けて新しいサービス・モノ・プロジェクトを発信していく、という意味合いをこめて日本語

をそのままサービス名にしています。 

Ｍａｋｕａｋｅサイト https://www.makuake.com/  

 

・これまでのプロジェクト例 

「世界で話題の組み立て式ロボット『ＲＡＰＩＲＯ（ラピロ）』のさらなる世界展開プロジェクト！」 

米クラウドファンディングサイトｋｉｃｋｓｔａｒｔｅｒで１，０００万円以上を調達した組み立て式ロボット「ＲＡＰＩＲＯ 

（ラピロ）」が２０１３年８月２１日から１０月３１日まで「Ｍａｋｕａｋｅ」でクラウドファンディングを実施し、 

３，０００，０００円の目標金額に対して、最終的に５，６６９，０００円を調達しました。 

ＲＡＰＩＲＯはＲａｓｐｂｅｒｒｙ－ｐｉを頭部に組み込めるようデザインされており、３Ｄプリンターや町工場の優

れた技術などを部品にとりいれることで価格は通常の組み立て式ロボットの約１／４になっています。 

リターンには３８，０００円でＲＡＰＩＲＯの組み立てキットなどを用意しており、エンジニアや、自分の子ども

にプログラミングに興味をもってほしいと思う方などから支援が多く集まりました。 

 

 
プロジェクトページ：https://www.makuake.com/project/rapiro/ 

 

以 上 


